
○ 大阪府(H28.4)と国(H28.10)の舗装点検要領

テーマ１ 路面性状調査技術（大阪府）

現 状

【 求める技術 】
○ 舗装のひび割れ・わだち掘れ・平坦性などが計測・評価できる技術。

【 求める条件 】
○ 効率的で現状より安価であること。
○ 過年度のMCIデータを活用できること。

○ 現行の調査内容では膨大な費用（約1億円
/年）がかかり、維持管理予算を圧迫。

○ 現行調査と新技術調査データの整合性及
び相関関係の検証が必要。

ひび割れ率／平たん性⇔ＩＲＩ
ＭＣＩ⇔ひび割れ率、ＩＲＩなど
○ 過年度データの取り扱い

求める技術・条件

課題

○ 効率的かつ経済的に路面性状点検を行う非破壊検査技術。

ニーズの概要
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